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JCMパートナー国会合

・バングラデシュの大臣から、日本の取組やJCMの効果（温室効果ガス削減のみ
ならず、SDGsへの貢献など）について謝辞が述べられ、JCMのさらなる発展
のための機運を醸成。小泉大臣からは、環境省JCMモデルプロジェクト審査に
おけるジェンダー・ガイドラインの導入を表明。

日時

場所

参加者

概要

Japan Pavilion

バングラデッシュの環境森林気候変動大臣を含むパートナー国のハイレ
ベルが参加

12月12日（木）17:30～19:00
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